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■■■■    論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨    ■■■■    
 

本稿では，建設作業所における協力会社の日々の作業内容や人員数を管理するシス

テムを紹介する．このシステムは，作業所で「作業内容」「安全指示」を共有化する

ために毎日行われている打ち合わせ時における調整事項や確認事項を，その場で入力

することにより管理帳票作成や本支店への報告などの業務の効率化を図ったものであ

る． 

報告機能を充実させるため通信機能を付加したことが特徴であるが，建設業と言う

Web アプリケーションに適した業態であるにもかかわらず，今回は敢えて C/Sアプリケ

ーションとして構築した． 

そこで，本稿ではシステムの概要を紹介するとともに，システムの要件や稼動条件

を考慮して，なぜ，我々が Web アプリケーションというアーキテクチャを採用しなか

ったかを合わせて述べる．そして，この点を踏まえて，Webアプリケーションや３階層

アーキテクチャの利点を生かすべく，将来の構想について最後に述べる． 

 



12 - 3 - 

 

 

１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに ･･････････････････････････････････････････････････････ 《  4》 

１．１ システム化対象となる業務の概要 ････････････････････････････ 《  4》 
１．２ システムを利用したミィーティングの現況 ････････････････････ 《  5》 

 
２．システムの概要２．システムの概要２．システムの概要２．システムの概要    ･･･････････････････････････････････････････････ 《  6》 
２．１ 入力及び出力機能 ･･････････････････････････････････････････ 《  6》 

２．２ データ送信機能 ････････････････････････････････････････････ 《  7》 
 
３．システムの構成（アーキテクチャ）３．システムの構成（アーキテクチャ）３．システムの構成（アーキテクチャ）３．システムの構成（アーキテクチャ） ･･･････････････････････････    《  9》 
３．１ なぜ Webアプリケーションではないのか． ････････････････････ 《  9》 

３．２ ３階層アーキテクチャの利用 ････････････････････････････････ 《 11》 
 
４．現在の状況と今後の展開４．現在の状況と今後の展開４．現在の状況と今後の展開４．現在の状況と今後の展開    ･･････････････････････････････････････    《 12》 
４．１ 現在の状況 ････････････････････････････････････････････････ 《 12》 

４．２ 今後の展開 ････････････････････････････････････････････････ 《 12》 

 
 
 
 
 
 

図図図図１１１１ プロジェクタを利用した作業打合せ（ミィーティング）の様子 ･･･････《  5》 

図２図２図２図２ 入力画面および投影画面 ･････････････････････････････････････････《  6》 

図３図３図３図３ 工事日誌の出力例 ･･･････････････････････････････････････････････《  7》 
図４図４図４図４ 稼動人員月報送信画面 ･･･････････････････････････････････････････《  7》 
図５図５図５図５ 日報送信画面 ･･･････････････････････････････････････････････････《  8》 
図６図６図６図６    Web ブラウザでの日報送信画面 ･･･････････････････････････････････《  8》 

図７図７図７図７ 作業所におけるデータの流れの概念図 ･････････････････････････････《 10》 

図８図８図８図８ 構成概要図 ･････････････････････････････････････････････････････《 11》 

 

■■■■    論文目次論文目次論文目次論文目次    ■■■■    

■■■■    図表一覧図表一覧図表一覧図表一覧    ■■■■    



12 - 4 - 

１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに 
 １．１１．１１．１１．１    システム化対象となる業務システム化対象となる業務システム化対象となる業務システム化対象となる業務の概要の概要の概要の概要  

当社は，全国に 2000ヶ所弱の作業所（建設現場）を有する総合建設業を営む会社である． 

各作業所においては，日々，多くの方々が協力会社として当社の係員とともに建設業務

に従事している．そこで，作業所内における作業内容や安全に関する指示や管理の徹底の

ため，毎日，朝礼の他に，午前中と午後の定刻に「作業打合せ」即ちミィーティングが行

われる．そのミィーティングにおいては，作業所内の各協力会社の代表者（職長）が出席

して，作業内容および安全注意事項の確認や，協力会社間の作業内容や順序の調整が行わ

れる． 
当日の作業内容や人員に関して確認した事項は「工事日誌（安全・環境日誌）」に記載さ

れ，各協力会社別の作業内容や安全注意事項は，会社別に「作業指示書」が発行される． 
また，各協力会社からは，作業指示書に記載された作業項目につき，何人で作業をした

のか，という実績人工情報が日報として提出される．当社では，この日報の人員数を集計

して，月々の支払に関わる資料や稼動人員月報を作成する．この稼動人員月報は，度数率

や強度率と呼ばれる安全指標を算出する際の基礎データとして全社で集計される． 
ミィーティングシステム V３（以降，本システムと記する）は，このミィーティングに関

わる一連の業務を効率化するために使用される．具体的には，以下に挙げる業務の効率化

が可能となる． 
① 作業内容，安全指示，揚重機（タワークレーン，リフト等）の使用予定などのデー

タを共有化することによる業務の効率化 
② 人工管理，歩掛（ある作業を行うのに何人で何時間かかるか）データを収集するこ

とによる集計作業の効率化 
③ 作業所係員の書類作成などにかかる業務の効率化 
④ データを共有化することにより作業所責任者からの指示の迅速化 
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 １．２１．２１．２１．２    システムを利用したミィーティングの現況システムを利用したミィーティングの現況システムを利用したミィーティングの現況システムを利用したミィーティングの現況  
当社の係員は，本システムに事前に入力された各協力会社の作業予定や予定人員数を，

ミィーティング時にプロジェクタで投影する．各協力会社は，投影された画面で作業内容

や安全指示を確認し，当社係員は，実際の人員の確認および作業内容の指示徹底や調整を

行う（実際の様子を図１図１図１図１に示す）． 
 

 

図１図１図１図１    プロジェクタを利用した作業打合せ（ミィーティング）の様子プロジェクタを利用した作業打合せ（ミィーティング）の様子プロジェクタを利用した作業打合せ（ミィーティング）の様子プロジェクタを利用した作業打合せ（ミィーティング）の様子    
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２．システムの概要２．システムの概要２．システムの概要２．システムの概要 
 ２．１２．１２．１２．１    入力及び出力機能入力及び出力機能入力及び出力機能入力及び出力機能  

ミィーティングの最中に，変更された事項や人員数はその場で本システムに入力される．

図２図２図２図２に，リストボックスを用いて安全指示事項を入力する入力画面を示す．また，図２図２図２図２の

最下段にあるリスト形式の画面はプロジェクタによってミィーティング中に投影される画

面である． 
 

 
図図図図２２２２    入力画面および投影画面入力画面および投影画面入力画面および投影画面入力画面および投影画面 
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入力されたデータから，「工事日誌」および「作業指示書」などの帳票が出力される（図図図図

３３３３に工事日誌の出力例を示す）． 
 

 

 

図図図図３３３３    工事日誌の出力例工事日誌の出力例工事日誌の出力例工事日誌の出力例    

 ２．２２．２２．２２．２    データ送信機能データ送信機能データ送信機能データ送信機能  
本システムでは，さらにデータ送信機能を付加することにより各種の報告業務が効率化

されるようにした． 
各作業所は，稼動人員月報として，その月一ヶ月で何人の人員が作業に従事したかを，

全社での集計のために，本社に報告する必要がある．そこで，本システムでは日々の実績

人員を月単位で集計し送信する機能を持たせた（図４図４図４図４に稼動人員月報の送信画面を示す）．

これにより，作業所では集計と報告に関わる一切の業務が削減されることになった． 
 

 
図図図図４４４４    稼動人員月報送信画面稼動人員月報送信画面稼動人員月報送信画面稼動人員月報送信画面    
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また，送信する集計単位を 1 日（日報）とすれば，日々の作業内容及び安全指示を，所

属する工事事務所に報告することができるようにもした（図５図５図５図５に日報送信画面を示す）． 

 

図図図図５５５５    日報送信画面日報送信画面日報送信画面日報送信画面    

作業所の上部組織となる工事事務所や，本支店内の関連スタッフは，作業所に足を運ぶ

ことなく机上の Web ブラウザにより，各作業所から送信された日報から，その日の作業内

容や安全指示について確認できる（図６図６図６図６に Webブラウザでの日報確認画面を示す）． 
 

 
図図図図６６６６    WebWebWebWeb ブラウザでの日報送信画面ブラウザでの日報送信画面ブラウザでの日報送信画面ブラウザでの日報送信画面    
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３．システムの構成（アーキテクチャ）３．システムの構成（アーキテクチャ）３．システムの構成（アーキテクチャ）３．システムの構成（アーキテクチャ） 
 ３．１３．１３．１３．１    なぜなぜなぜなぜ WebWebWebWeb アプリケーションではないのアプリケーションではないのアプリケーションではないのアプリケーションではないのか．か．か．か． 
    ３．１．１３．１．１３．１．１３．１．１    ミィーティングシステムミィーティングシステムミィーティングシステムミィーティングシステム VVVV３の構成３の構成３の構成３の構成        

本システムは，前述のように Windows ネイティブのアプリケーションであり各パーソナ

ルコンピュータ（以下パソコンという）にデータベースシステムと共にインストールを行

う必要がある． 
しかし，建設業は，広域に分散した拠点（作業所）のアプリケーションやデータを 1 個

所で管理することができるなど，Webアプリケーションのメリットを享受しやすい業態と考

えられる． 
それにもかかわらず，我々は今回，本システムの開発にあたって，Webアプリケーション

という構成を選択しなかった． 
本システムは，作業所内のパソコンに Micorsoft Visual Basic（以下 VBという）で開発

されたクライアントと作業所内サーバ（クライアントのパソコンでも可となっている）へ

のデータベースマネージメントシステムの導入を必要とするクライアント／サーバ型（以

下 C/S型という）システムである． 
その理由について述べる． 

 
    ３．１．２３．１．２３．１．２３．１．２    WebWebWebWeb アプリケーションにおけるユーザーインターフェイスの重要性アプリケーションにおけるユーザーインターフェイスの重要性アプリケーションにおけるユーザーインターフェイスの重要性アプリケーションにおけるユーザーインターフェイスの重要性        

このアプリケーションは建設作業所のミィーティングの最中に使用される．行の移動や

削除・挿入がスムーズにできなければならない．また，入力にあたっても多種のデータを

効率よく入力するために日本語入力ソフトの自動制御など Web 上では実現できないことを

配慮する必要がある．そこで現在の Web アプリケーションでは上記のようなインターフェ

イスの実装には無理があると判断した． 
また，Webアプリケーションのユーザーインターフェイスを補う方法として，ActiveXや

Java のアプレット（以下アプレットという）を使用する方法があるが，作業所の通信環境

およびアプレットと DBの通信方法について問題があると判断して採用を見送った． 
後述のように，本アプリケーションは，作業所内のデータベースに対して更新処理を行

う．そのためには Web ブラウザ上に転送されてきたアプレットと作業所内のデータベース

の接続を行わなければならない．一方，作業所内のデータベースは各作業所において稼働

環境は画一ではなくパソコンの機種や導入時期によって，データベースシステムの導入さ

れているパスなどは異なっている．そのような環境において，アプレットからローカルな

環境である作業所内のデータベースに接続を行うことには無理がある． 
また，アプレットから DCOM（Distributed Common Object Model）や CORBA（Common Object 

Request Broker Architecture）などの分散技術を用いて，データベースへの接続を行わせ

る方法は，３階層における３層目の集中化されたデータベースにアクセスするようなモデ

ルに用いられるものであり，本システムにおいては不適切であると判断した． 
それは，データベースを無理に集中化させて，分散オブジェクト技術を用いた接続を行

うにしても，現在のところ ISDNのダイアルアップ接続が主である作業所の通信環境では難

しいと考えたからである．さらに，本システムは全作業において使用される時間が定刻で
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あるため，アクセスの集中化も懸念される． 
加えて，本システム自体の容量が 10Mバイト程度となる事を考えると，ActiveXで実装し

たとしてもオブジェクトは大容量なものとなり転送と初期起動に時間がかかることになる．

通信エラーと勘違いして途中で強制終了してしまうエンドユーザもいるかもしれない．そ

うすると，ActiveXを利用することのメリットは，ネットワークを利用したインストールの

みになる．それならば，インターネットに対応したインストーラ作成ツールを用いること

により，レジューム機能などを備えたうえでネットワーク経由でのインストールを可能に

したほうが，現実的ではないかと考えた． 
 

    ３．１．３３．１．３３．１．３３．１．３    作業所アプリケーションの情報の流れ作業所アプリケーションの情報の流れ作業所アプリケーションの情報の流れ作業所アプリケーションの情報の流れ        

基本的に，日々の作業に関する情報（本システムで扱うデータ）は，各作業所内のみで

処理され，上部組織である本支店や工事事務所での処理は，作業所内での処理結果をバッ

チで受け取るに過ぎない（概念図を図７図７図７図７で示す）．即ち，詳細なデータを中央にリアルタイ

ムに集める必要が無く，中央にあるデータベースへ，常時，書き込む必要が無い．そこで，

各作業所内にデータベースを持たせて，報告に必要なデータのみを本支店へ送信できる構

成とした．また，中央にあるデータベースへの負荷を考慮して，送信されたデータをその

都度データベースに更新するのではなく，送信されたデータを蓄積しておき一定時間ごと

に更新する非同期更新型とした． 
本システムは，ミィーティングの最中に使用され，行の追加や削除には高速なレスポン

スが要求される．また，日報データは，一度の検索で通信しなければならない行が多く高

速なデータ転送が要求される．そこで，作業所での貧弱な通信環境を考えると，本支店に

あるリモートのデータベースに対するアクセスよりも，作業所ローカルのデータベースに

アクセスしてレスポンスの高速化を図るべきと考えた． 
また，アプリケーションの Web 化という論点だけを考えると，作業所内に Web サーバを

立てて，そのサーバにアクセスするような Web アプリケーションにすればどうか，という

意見も考えられる． 
この点について，我々は作業所内での Web サーバーの運用管理という観点から採用を見

送った．作業所には様々な規模がある．IT 関連を担当できるスキルを持った要員がいる作

業所はよいとしても，小規模な作業所には，その余裕も無ければ，サーバとして稼動でき

る機器も無い．現場の規模に応じてシステムの構成を変えるようなことは，するべきでは

ないと考えた． 

入力入力入力入力     

集計・処理集計・処理集計・処理集計・処理     

確認確認確認確認////    

利用利用利用利用     

本支店本支店本支店本支店     各作業所各作業所各作業所各作業所     

非同期で送信非同期で送信非同期で送信非同期で送信     

 

作業所の中で 
閉じている 

図図図図７７７７    作業所におけるデータの流れの概念図作業所におけるデータの流れの概念図作業所におけるデータの流れの概念図作業所におけるデータの流れの概念図    
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 ３．２３．２３．２３．２    ３階層アーキテクチャの利用３階層アーキテクチャの利用３階層アーキテクチャの利用３階層アーキテクチャの利用  
前述のようなデータの更新ではなく，全社管理されている協力会社マスタの参照など，

「参照」に関しては作業所から本社のデータベースにアクセスする必要があった． 
 しかし，作業所は前述のように通信環境に恵まれてはおらず，また作業所内のパソコ

ンにデータベースシステムのクライアントモジュールを導入することはコスト上好ましく

ない．そこで，３階層アーキテクチャを利用した構成を考えた． 
分散オブジェクトを用いない３階層としては，やはり Web アプリケーションが挙げられ

るが，我々は Web アプリケーションのプレゼンテーション層となる部分を Web ブラウザで

はなく，本システム（VB アプリケーション）のウィンドウとした．そして，ビジネスロジ

ック層に Active Server Pages（以下 ASPという）が稼動する IIS（Internet Information 

Server）が導入されている Webサーバを配置して，ASPスクリプトを用いてデータベース層

となる本社データベースに接続・参照することにした．（図８図８図８図８に構成概要図を示す） 
具体的には，協力会社のコードや住所などを検索して，検索結果を作業所データベース

に取り込む部分に採用した．図８図８図８図８中にある画面は，協力会社名をカナで検索する実際の画

面である． 
 

本社 
データベ

ース  

IIS    

http 

リクエスト 

(検索条件) 

http 

レスポンス 

(検索結果) 

VB 

アプリケーション 
 

図図図図８８８８    構成概要図構成概要図構成概要図構成概要図    

実装方法としては，VB アプリケーションから Internet Explore（以下 IE という）を

Component Object Model（以下 COMという）として用いた．ただし，この COMは httpプロ

トコルの通信のためだけに用いるため非可視とした．本システム，即ち VBアプリケーショ

ンは，この COMを通じて通信した httpレスポンスをテキストデータとして受け取り，整形

したうえでダイアログボックス上に配置する． 

この手法は，Webブラウザよりも高度なユーザーインターフェイスを提供できるにもかか

わらず，http プロトコルを利用した３階層の仕組でデータベースが検索できる．実装も，

VBと ASPという簡単な言語を使用しておりシンプルなものである．レスポンスについては，
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一般的な ASPアプリケーションと同程度は確保できる． 

この機能を利用した協力会社データの検索という業務は，ミィーティングの最中に日常

的に行われているものではない．作業所内のデータベースへの設定作業であり，シビアな

レスポンスを要求したものではなかった．しかしながら，現在のところ３秒以内での応答

という，良好な結果を出している． 
 

 

４．現在の状況と今後の展開４．現在の状況と今後の展開４．現在の状況と今後の展開４．現在の状況と今後の展開 
 ４．１４．１４．１４．１    現在の状況現在の状況現在の状況現在の状況  
 ミィーティングシステムは V２という送信機能の無いバージョンが以前（1996 年）より

使用されており，作業所の管理業務や帳票作成業務の効率化に寄与してきた．V２は作業所

に配備されるパソコンにプレインストールされていることもあり，利用率は約 60%に及んで

いる．また，英語版の開発も行っており，実際に海外の作業所でも利用されている実績が

ある． 

 今回の V３では入力インターフェイスを改善して入力しやすくして詳細な人工（作業内容

に対する人員数）情報が取得できるようにしたが，報告業務の効率化を目指したデータ送

信機能も大きい変更点である．V３は，2001年７月より全国の作業所に展開され始める．現

在（2001 年６月），先行して全国で数ヶ所の作業所で試行が行われているが，概ね好評で，

特にデータ送信機能には期待が寄せられている． 

 建設作業所における，一層の業務改善に有効に利用していきたい，と考えている． 

 
 ４．２４．２４．２４．２    今後の展開今後の展開今後の展開今後の展開  
 どのようなシステム的な発展が考えられるか，という点について述べる． 

 まず，やはりアーキテクチャの見直しである．これは作業所における入力デバイスがパ

ソコンではなく携帯端末（携帯電話や PDA）などの情報機器になる可能性への対応という側

面を持つ．その際には，プレゼンテーション層が，はっきりと分離された３階層システム

となる必要があると思われる． 

 また，家電製品と同様に，低コストで運用が容易な Web アプリケーション専用のアプラ

イアンスサーバが実現されれば，TCO（Total Cost of Ownership）の削減など運用に関わ

る大幅な改善ができる可能性がある．いずれにせよ，現在の C/S 型システムの場合には，

バージョンアップ時の対応などで，Webアプリケーションに対し運用コストの増が見込まれ

るのは間違いない．諸般の技術動向を見極め，低コストでの運用が可能なシステムとして

いきたい． 

 
以上 


